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会長 山浦 正井

仙台市社会福祉協議会は、昭和 年の発足以来、市民福祉の向上と民
間社会福祉事業の充実とともに時を歩んでまいりました。この間、少子
高齢化の進行や地域のあり様の変化など社会生活を取り巻く環境は大き
く変容し、地域における福祉ニーズは複雑・多様化しています。

これら地域の福祉課題解決のため、地区社会福祉協議会や町内会、民
生委員児童委員など地域の方々をはじめ、福祉施設・団体などの関係者、
行政機関等のご理解ご支援をいただきながら役職員一丸となって事業活
動に取り組んでおります。住民と様々な活動主体の連携・協働による
「地域福祉の推進」こそが、本会の目指す『福祉のまちづくり』への確
かな一歩になると確信しております。

社会福祉法人
仙台市社会福祉協議会

• 地域福祉活動の支援

• 福祉総合相談

• ボランティア活動振興・福祉学習の推進

• 判断能力が十分でない方への支援

• 高齢者・障害者施設等の運営

• 福祉資金貸付

• 福祉人材の育成

• 福祉団体の活動支援

会長メッセージ

法人名 社会福祉法人 仙台市社会福祉協議会

代表者 会長 山浦 正井

所在地 宮城県仙台市青葉区五橋二丁目
仙台市福祉プラザ

hureai-net@shakyo-sendai.or.jp

設立 昭和 年発足 昭和 年法人設立

基本金 万円

職員数 人（令和 年４月１日現在）

事業内容 社会福祉事業等

基本理念

事業内容

法人概要 沿革

一人ひとりの市民が、その人らしく
地域で安心していきいきと暮らせる
福祉のまちづくり

年齢や障害の有無などにかかわらず、お互いに支え合
い、必要な時に必要な支援を受け、その人らしい社会
参加を実現しながら、安心していきいきと暮らせるま
ちづくりをめざすという思いが込められています。

社会福祉協議会「社協（しゃきょう）」は、『地域福祉の推進』を図ることを

目的に全国及び都道府県、市区町村単位に設置されています。仙台市社会福祉協議会は、市

内104カ所（令和６年４月現在）に結成された地区社会福祉協議会や町内会、民生委員などの
地域の関係者、福祉団体・施設、ボランティア等のご協力をいただきながら、行政機関等と

連携して市域におけるさまざまな福祉事業を進めています。

社社協協
ととはは

地域福祉推進の取り組み

一人ひとりの住民の参加を促進する

震災の経験を活かす

身近な福祉
課題に気づ
く力を高め
る

地域の課
題や良さ
を共有す
る場づく
りを進め
る

解決のた
めに行動
する

「地域福祉の推進」による「福祉のまちづくり」を

地域の高齢者見守り活動の様子「お変わりないですか？」（左上）。夏のボラ
ンティア体験会の様子。多くの学生、生徒等さんが参加しました（右上）。区・
支部事務所ではCSWが福祉総合相談に応じています（左下）。社会福祉法
人による公益的な取組を掲載した情報紙「ＣＯＣＯ ＮＥＷＳ」を発行しました
（右下）。

昭和 年度
年度

仙台市社会福祉協議会発足
法人認可

年度 最初の地区社会福祉協議会が設立
年度 仙台市ボランティアセンター開所
年度 宮城町社協と合併し、宮城支部社協を設置

平成元年度 泉市社協と組織一体化し、泉区社協を設置
３年度 青葉区、宮城野区、若林区、太白区社協設立
６年度 仙台市福祉プラザへ事務所移転

８年度 ・小地域福祉ネットワーク事業開始
・区ボランティアセンター開設

年度 仙台市権利擁護センター開設
年度 第 次地域福祉活動計画策定
年度 市民後見人養成・支援事業開始

年度 地域支えあいセンター事業開始（復興支援事
業）※令和 年度をもって終了

年度 各区に （ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）を配置
年度 市社協と各区及び支部の組織一体化

令和 年度 第 次地域福祉活動計画策定

会長
写真

一人ひとりの住民の参加を促進する

震災の経験を活かす

身近な福祉課題に
気づく力を高める

地域の課題や
良さを共有す
る場づくりを

進める

解決のために
行動する

会長 山浦 正井

「地域福祉の推進」によって『福祉のまちづくり』をめざす

仙台市社会福祉協議会は、昭和26年の設立以来、市民福祉の向上と民間
社会福祉事業の充実とともに65年の時を歩んでまいりました。この間、少
子高齢化の進行や地域のあり様の変化など社会生活を取り巻く環境は大き
く変容し、地域における福祉ニーズは複雑・多様化しています。
これら地域の課題解決のため、地区社会福祉協議会や町内会、民生委員

児童委員など地域の方々をはじめ、福祉施設・団体などの関係者、行政機
関等のご理解ご支援をいただきながら役職員一丸となって事業活動に取り
組んでおります。市民と様々な活動主体の連携・協働による「地域福祉の
推進」こそが、本会のめざす『福祉のまちづくり』への確かな一歩になる
と確信しております。

社会福祉法人
仙台市社会福祉協議会

• 地域福祉活動の支援

• ボランティア活動の推進

• 福祉総合相談

• 福祉学習の推進

• 福祉サービス利用者の支援

• 福祉マンパワーの活動支援・育成

• 介護保険法・障害者総合支援法関連事業等の実施

• 福祉団体の活動支援

会長メッセージ

法人名 社会福祉法人 仙台市社会福祉協議会

代表者 会長 山浦 正井

所在地 宮城県仙台市青葉区五橋二丁目12-2
仙台市福祉プラザ6F

TEL 022-223-2010

FAX 022-262-1948

E‐mail hureai-net@shakyo-sendai.or.jp

URL http://www.shakyo-sendai.or.jp/n/

設立 昭和26年設立 昭和34年法人認可

基本金 600万円

職員数 300人

事業内容 社会福祉事業等

基本理念

事業内容

法人概要
昭和26年

34年
仙台市社会福祉協議会設立
法人認可

41年 最初の地区社会福祉協議会が設立
60年 仙台市ボランティアセンター開所
63年 宮城町社協と合併し、宮城支部社協を設置

平成元年 泉市社協と合併し、泉区社協を設置
３年 青葉区、宮城野区、若林区、太白区社協設立
６年 仙台市福祉プラザへ事務所移転

８年 ・小地域福祉ネットワーク活動推進事業開始
・区ボランティアセンター開設

11年 仙台市権利擁護センター開設
14年 第1次地域福祉活動計画策定
21年 市民後見人養成・支援事業開始
23年 地域支えあいセンター事業開始（復興支援事業）
25年 各区にCSW（ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）を配置

27年 ・市社協と各区及び支部の組織一体化
・第4次地域福祉活動計画策定

沿革

一人ひとりの市民が、その人らしく
地域で安心していきいきと暮らせる
福祉のまちづくり

年齢や障害の有無などにかかわらず、お互いに支え合
い、必要な時に必要な支援を受け、その人らしい社会
参加を実現しながら、安心していきいきと暮らせるま
ちづくりをめざすという思いが込められています。

社会福祉協議会「社協（しゃきょう）」は、『地域福祉の推進』を図ることを

目的に全国及び都道府県、市区町村単位に設置されています。仙台市社会福祉協議会は、市

内104カ所（H28.7月現在）に結成された地区社会福祉協議会や町内会、民生委員児童委員な
どの地域の関係者、福祉団体・施設、ボランティア等のご協力をいただきながら、行政機関

等と連携して市域におけるさまざまな福祉事業を進めています。

地域福祉推進の取り組み

一人ひとりの市民の参加を促進する

震災の経験を活かす

身近な福祉
課題に気づ
く力を高め
る

課題を共
有する場
づくりを
進める

解決のた
めに行動
する

社社協協
ととはは



会長 山浦 正井

仙台市社会福祉協議会は、昭和 年の発足以来、市民福祉の向上と民
間社会福祉事業の充実とともに時を歩んでまいりました。この間、少子
高齢化の進行や地域のあり様の変化など社会生活を取り巻く環境は大き
く変容し、地域における福祉ニーズは複雑・多様化しています。

これら地域の福祉課題解決のため、地区社会福祉協議会や町内会、民
生委員児童委員など地域の方々をはじめ、福祉施設・団体などの関係者、
行政機関等のご理解ご支援をいただきながら役職員一丸となって事業活
動に取り組んでおります。住民と様々な活動主体の連携・協働による
「地域福祉の推進」こそが、本会の目指す『福祉のまちづくり』への確
かな一歩になると確信しております。

社会福祉法人
仙台市社会福祉協議会

• 地域福祉活動の支援

• 福祉総合相談

• ボランティア活動振興・福祉学習の推進

• 判断能力が十分でない方への支援

• 高齢者・障害者施設等の運営

• 福祉資金貸付

• 福祉人材の育成

• 福祉団体の活動支援

会長メッセージ

法人名 社会福祉法人 仙台市社会福祉協議会

代表者 会長 山浦 正井

所在地 宮城県仙台市青葉区五橋二丁目
仙台市福祉プラザ

hureai-net@shakyo-sendai.or.jp

設立 昭和 年発足 昭和 年法人設立

基本金 万円

職員数 人（令和 年４月１日現在）

事業内容 社会福祉事業等

基本理念

事業内容

法人概要 沿革

一人ひとりの市民が、その人らしく
地域で安心していきいきと暮らせる
福祉のまちづくり

年齢や障害の有無などにかかわらず、お互いに支え合
い、必要な時に必要な支援を受け、その人らしい社会
参加を実現しながら、安心していきいきと暮らせるま
ちづくりをめざすという思いが込められています。

社会福祉協議会「社協（しゃきょう）」は、『地域福祉の推進』を図ることを

目的に全国及び都道府県、市区町村単位に設置されています。仙台市社会福祉協議会は、市

内104カ所（令和６年４月現在）に結成された地区社会福祉協議会や町内会、民生委員などの
地域の関係者、福祉団体・施設、ボランティア等のご協力をいただきながら、行政機関等と

連携して市域におけるさまざまな福祉事業を進めています。

社社協協
ととはは

地域福祉推進の取り組み

一人ひとりの住民の参加を促進する

震災の経験を活かす

身近な福祉
課題に気づ
く力を高め
る

地域の課
題や良さ
を共有す
る場づく
りを進め
る

解決のた
めに行動
する

「地域福祉の推進」による「福祉のまちづくり」を

地域の高齢者見守り活動の様子「お変わりないですか？」（左上）。夏のボラ
ンティア体験会の様子。多くの学生、生徒等さんが参加しました（右上）。区・
支部事務所ではCSWが福祉総合相談に応じています（左下）。社会福祉法
人による公益的な取組を掲載した情報紙「ＣＯＣＯ ＮＥＷＳ」を発行しました
（右下）。

昭和 年度
年度

仙台市社会福祉協議会発足
法人認可

年度 最初の地区社会福祉協議会が設立
年度 仙台市ボランティアセンター開所
年度 宮城町社協と合併し、宮城支部社協を設置

平成元年度 泉市社協と組織一体化し、泉区社協を設置
３年度 青葉区、宮城野区、若林区、太白区社協設立
６年度 仙台市福祉プラザへ事務所移転

８年度 ・小地域福祉ネットワーク事業開始
・区ボランティアセンター開設

年度 仙台市権利擁護センター開設
年度 第 次地域福祉活動計画策定
年度 市民後見人養成・支援事業開始

年度 地域支えあいセンター事業開始（復興支援事
業）※令和 年度をもって終了

年度 各区に （ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）を配置
年度 市社協と各区及び支部の組織一体化

令和 年度 第 次地域福祉活動計画策定

会長
写真



地域福祉活動
の支援

地区社会福祉協議会や町内会、民生委員児童委員、ボランティア等が行う地域における見守
り活動や交流活動の実施、福祉関係団体やNPO、福祉サービス事業者等による福祉活動を
支援しています。

福祉総合相談
地域生活におけるさまざまな困りごとの相談にあたっています。また、多様化・複雑化する課
題を抱える世帯に対して、多様な支援機関と連携しながら課題解決に向けた相談支援や援助
活動を行っています。

ボ ラ ン テ ィ ア
活動振興 ・福祉
学習の推進

ボランティア活動の振興のため、ボランティアに関する相談、紹介等のコーディネートを行うとと
もに、ボランティアの育成や活動支援、福祉学習の推進のために取り組んでいます。
災害時には、仙台市が設置する仙台市災害ボランティアセンターを運営します。

判断能力が
十分でない方
への支援

仙台市権利擁護センター（まもりーぶ仙台）では、認知症・知的障害・精神障害等により判断能
力が十分でない方が、地域で福祉サービスを適切に利用し自立した生活を送れるよう支援し
ています。また、仙台市成年後見総合センターでは、市民の成年後見制度の利用促進と普及
啓発に取り組んでいます。

福祉施設 ・
事業所等
の運営

福祉施設・事業所を運営しています。
介護保険事業所
・地域包括支援センター 4か所 、通所介護事業所 2か所、居宅介護支援事業 2か所
高齢者・障害者施設等
・老人福祉センター 4か所
・泉障害者福祉センター
・泉ひまわりの家（生活介護事業）
・泉ふれあいの家（生活介護事業・就労継続支援Ｂ型事業）
・障害者相談支援事業所 2か所
・社会福祉センター 2か所
・福祉プラザ

福祉資金貸付
低所得者世帯等に対し、低利子または無利子で資金の貸付と必要な援助及び指導を行うこと
で、経済的立ち直りと生活の安定向上を支援しています。

仙台市社会福祉協議会の主な事業

令和６年度収支予算

法人運営事業, 

301,430千円

地域福祉活動推

進事業, 467,813

千円

ボランティア活
動振興事業

千円

日常生活自立支援事

業, 205,289千円

老人福祉センター管理運
営事業 千円

障害者福祉施設等運営

事業 千円

通所介護・居宅介
護支援事業

千円

貸付事業 千円

福祉プラザ・社会福
祉センター管理運営

千円

社会福祉事業従事者研
修等 千円

地域包括支援センター運営
千円

事業活動支出計： 千円

会費 千円

寄附金 千円

補助金 千円

受託金 千円

介護保険事業

千円

就労等支援事業・障害
福祉サービス等事業

千円

その他の収入
千円

事業活動収入計： 千円

法人運営事業,
301,430千円

地域福祉活動
推進事業, 

467,813千円

ボランティア活動
振興事業,
89,963千円

日常生活自立支援事業, 
205,289千円

老人福祉センター
管理運営事業, 190,262千円

障害者福祉施設等
運営事業, 303,305千円

通所介護・居宅介護
支援事業,

110,974千円

貸付事業, 42,476千円

福祉プラザ・社会福祉センター
管理運営,

205,502千円

社会福祉事業従事者研修等,
 27,692千円

地域包括支援センター運営,
164,051千円

事業活動支出計：2,108,757千円

会費, 84,324千円

寄附金, 6,660千円

補助金, 606,556千円

受託金, 1,051,704千円

介護保険事業,
160,107千円 

就労等支援事業・障害
福祉サービス等事業,

13,261千円 

その他の収入,
74,570千円 

事業活動収入計：1,997,182千円



組織図

総 務 課 総 務 係

財 務 課 企 画 財 務 係

事 業 経 営 課 事 業 経 営 係 社協台原ケアプランセンター

社協郡山ケアプランセンター

五橋地域包括支援セン ター 台原地域包括支援セ ン タ ー

高砂地域包括支援セ ン タ ー

郡山地域包括支援セ ン タ ー

大野田老人福祉センター
総 務 部

台 原 老 人 福 祉 セ ン タ ー 台原デイサービスセン ター

高 砂 老 人 福 祉 セ ン タ ー

郡 山 老 人 福 祉 セ ン タ ー 郡山デイサービスセン ター

宮 城 社 会 福 祉 セ ン タ ー

泉 社 会 福 祉 セ ン タ ー 泉 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー
会 長

泉 ふ れ あ い の 家

泉 ひ ま わ り の 家
常 務 理 事

福祉 プ ラザ管理課 管 理 係

事 務 局 長
事 務 局
次 長 地 域 福 祉 課 地 域 福 祉 係

ボ ラ ン テ ィ ア 協 働 係
地 域 福 祉 部

仙台市ボランティアセンター

福 祉 団 体 係

相 談 支 援 係
地 域 生 活 支 援 課

仙台市権利擁護センター

成 年 後 見 係

仙台市 成 年 後 見 総 合 セ ン タ ー

青 葉 区 事 務 所 福 祉 推 進 係

青葉区ボランテ ィアセン ター

青 葉 区 権 利 擁 護 セ ン タ ー

宮 城 支 部 事 務 所 障害者相談支援事業所ふらっと青葉

宮 城 野 区 事 務 所 福 祉 推 進 係

宮城野区ボランテ ィアセンター

宮城野区権利擁護セ ン タ ー

若 林 区 事 務 所 福 祉 推 進 係

若林区ボランテ ィアセン ター

若 林 区 権 利 擁 護 セ ン タ ー

太 白 区 事 務 所 福 祉 推 進 係

障害者相談支援事業所ふらっ と泉

太白区ボランテ ィアセン ター

太 白 区 権 利 擁 護 セ ン タ ー

泉 区 事 務 所 福 祉 推 進 係

泉区 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー

泉 区 権 利 擁 護 セ ン タ ー



法人の
ご案内

〒 宮城県仙台市青葉区五橋二丁目 仙台市福祉プラザ Ｆ
（代表）

青葉区事 務 所  265-5260 青葉区宮城支部事務所 392-7868 宮城野区事務所  256-3650
若 林 区 事 務 所  282-7971 太 白 区 事 務 所  248-8188 泉 区 事 務 所  372-1581

法人本部

アクセス

【地下鉄】
市営地下鉄南北線 「五橋駅」下車 南１番出口から徒歩３分

【バ ス】
市営バスまたは宮城交通バス 「五橋駅」 下車 徒歩４分

「福祉プラザ前」下車 徒歩３分 仙台市福祉プラザ
（指定管理者）
仙台市社会福祉協議会・東北共立グループ

社社会会福福祉祉法法人人

仙仙台台市市社社会会福福祉祉協協議議会会

R6.8

▼ホームページ ▼公式YouTubeチャンネル
▹せんだい社協チャンネル

▼公式Facebook

※改修工事のため法人本部は令和 年 月から仮移転します。

【仮移転先】 仙台市青葉区上杉 ｱｰｽﾌﾞﾙｰ 仙台勾当台

仙台市社会福祉協議会
社会福祉法人

ふれあいネットワークふれあいネットワーク


